
　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見
積もりをまとめた「計画」のことです。決算とは、実際の収支
をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区
分する必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する
会計です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成20年３月31日現在の人口（115,047人）を基にしています。
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平成19年度の主な事業

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さん
　　に納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付
　　されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借
　　り入れたお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこと
　　をいいます。事業を持ち越すことで必要にな
　　ったお金も含みます。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受け
　　た人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の
　　交付など、特定の行政サービスを受けた人に
　　負担していただいたお金です。

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社
　　会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、
　　監査事務など市の総括的な事務に使ったお金
　　です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）の
　　返済などに使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整
　　備や維持管理に使ったお金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体
　　育など、教育各般に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使った
　　お金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使
　　ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ
　　たお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な
　　どに生じた被害を復旧するために使ったお金
　　です。
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国民健康保険 133億9,197万円 132億7,886万円 128億　429万円 4億7,457万円
老人保健 140億9,084万円 129億6,513万円 129億6,513万円 0　円
介護保険 90億3,599万円 84億9,417万円 82億5,178万円 2億4,239万円
 うち介護保険事業勘定 86億1,623万円 81億　329万円 79億　733万円 1億9,596万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 4億1,976万円 3億9,088万円 3億4,445万円 4,643万円
簡易水道事業 1億9,654万円 1億9,368万円 1億6,055万円 3,313万円
公共下水道事業 72億8,197万円 72億　573万円 72億　573万円 0　円
小規模下水道事業 8,285万円 7,600万円 7,600万円 0　円
港湾上屋事業 581万円 581万円 577万円 4万円
ひうち地域振興整備事業 10億2,525万円 9億2,740万円 9億2,740万円

560万円 376万円 376万円 0　円
2億7,521万円 2億6,071万円 2億6,071万円 0　円
2,279万円 2,264万円 2,264万円 0　円
2,964万円 2,703万円 2,703万円 0　円
3,825万円 2,403万円 1,189万円 1,214万円
770万円 638万円 590万円 48万円
527万円 519万円 406万円 113万円

454億9,568万円 434億9,652万円 427億3,264万円 7億6,388万円

土地開発事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業
畑地かん水事業
庄内財産区
壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

収入（収益）　　　8億　552万円
支出（費用）　　　7億4,088万円
差引（収入－支出）

企業債の現在高  　74億　751万円
6,464万円

収入（収益）　　 17億8,140万円
支出（費用）　　 28億9,772万円
差引（収入－支出）

企業債の現在高　 27億4,944万円
△11億1,632万円

決算報告の詳しいお問い合わせは

市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　　　　　　℡0897－52－1271

一般会計
特別会計

447億1,717万円
266億9,434万円

　介護保険   1億3,835万円
　　うち介護保険事業勘定 7,485万円
　　うち介護サービス事業勘定 6,350万円
　簡易水道事業 9億5,934万円
　公共下水道事業 236億　418万円
　小規模下水道事業 1億4,655万円
　ひうち地域振興整備事業
　小松地域交流事業

9億　783万円
7億8,159万円

　本谷温泉事業 8,355万円
7,295万円　住宅新築資金等貸付事業

714億1,151万円合計

会計区分 現在高 土地　　　2,911万6,400 平方メートル

建物　　　　 52万　　9 平方メートル

基金　　　 　89億9,408 万円

有価証券　　　　 1,774 万円

出資金　　　　　 1,953 万円

債権　　　　　7億5,076 万円

病 院 事 業 会 計水 道 事 業 会 計
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